
定
家
様
を
用
い
た
書
記
者
の
書
記
規
範
意
識

家

入

博

徳

IEIRI
hironori

は
じ
め
に

藤
原
定
家
の
書
風
は
、
同
時
代
の
人
々
と
は
極
端
に
異
な
り
特
徴
あ
る
も
の

と
し
て
知
ら
れ
、
今
日
「
定
家
（
注
1
）

様
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
、
定
家
以
降
そ
の

書
風
は
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
定
家
の
書
風
を
真
似
た
も
の
は
多
く
知
ら
れ
、

「
定
家
（
注
2
）

流
」
と
い
っ
た
書
流
を
も
形
成
す
る
。

こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
定
家
様
を
用
い
た
人
々
は
、
書
風
の
み
を
真
似
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
定
家
は
定
家
様
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
形
を
し
た
文
字
で
書
い

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
同
時
に
、
仮
名
遣
い
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、『
下

官
集
』
に
お
い
て
書
記
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
（
注
3
）

規
範
を
設
け
、
以
後
そ
れ
を
基

に
書
記
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
そ
の
書
記
規
範

を
、
定
家
様
を
用
い
た
人
々
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま

た
、
漢
字
や
異
体
仮
名
と
い
っ
た
使
用
文
字
の
選
択
に
は
仮
名
遣
い
の
よ
う
な

規
則
性
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

定
家
以
降
の
書
記
の
あ
り
方
を
考
え
る
場
合
、
定
家
様
を
用
い
た
人
々
が
、

定
家
の
書
記
お
よ
び
設
定
し
た
書
記
規
範
を
ど
こ
ま
で
意
識
し
て
い
た
の
か
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
書
記
の
通
時
的
な
継
承
性
を
考
え
る
上
で
重

要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
定
家
様
で
書
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
自
筆
が
確
認
さ
れ

て
い
る
二
条
為
藤
と
一
条
法
印
定
為
の
仮
名
自
筆
（
注
4
）

資
料
（
ど
ち
ら
も
『
嘉
元
百

首
』）
を
取
り
上
げ
書
記
の
実
態
を
分
析
し
、
書
風
と
書
記
規
範
の
関
係
お
よ

び
そ
の
継
承
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

定
家
以
降
、
定
家
様
で
書
記
し
た
人
物
と
し
て
は
為
藤
・
定
為
と
も
に
最
古

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
定
家
か
ら
そ
れ
ほ
ど
時
を
経
て
い
な
い
鎌
倉
末
期
か
ら
南

北
朝
期
に
か
け
て
の
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
定
家
が
示
し
た
書
記
規
範
の
継

T
he
C
onnections

betw
een
C
alligraphy

R
ules

and
W
riting

System
s,W

hich
are

U
sed
by
W
riters

W
ho
W
rite
w
ith
T
eik
ayou
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承
の
実
態
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
当
時
に
お
け
る
書
記
の
一
端
を
解
明
で
き

る
も
の
と
考
え
る
。
な
お
、
定
家
の
書
記
資
料
と
し
て
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

蔵
『
拾
遺
愚
（
注
5
）

草
』
を
使
用
す
る
。

一

考
察
資
料
に
つ
い
て

今
日
、
定
家
の
書
風
は
定
家
様
と
呼
称
さ
れ
る
独
特
な
字
形
で
あ
る
。
定
家

の
嫡
子
で
あ
る
藤
原
為
家
は
定
家
と
は
異
な
っ
た
書
風
で
あ
る
が
、
定
家
以

降
、
定
家
様
で
書
記
し
て
い
る
人
々
は
少
な
く
（
注
6
）

な
い
。
中
で
も
、
管
見
す
る
限

り
、
自
筆
が
確
認
で
き
る
定
家
様
の
初
出
と
し
て
は
二
条
為
藤
・
一
条
法
印
定

為
で
あ
る
。

為
藤
は
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
生
、
正
中
元
年
（
一
三
二
四
）
没
。
二
条

為
世
の
二
男
。
二
男
で
あ
っ
た
が
、
兄
で
あ
る
二
条
為
道
が
正
安
元
年
（
一
二

九
九
）
に
没
し
た
た
め
、
二
条
家
の
嫡
子
と
な
っ
た
。『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』

第
三
十
四
巻
の
（
注
7
）

解
題
に
よ
る
と
、
為
藤
の
『
嘉
元
百
首
』
詠
進
は
乾
元
元
年
（
一

三
〇
二
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
稿
考
察
対
象
資
料
は
二
十

七
歳
時
点
で
の
書
記
で
あ
る
。

定
為
は
二
条
為
氏
の
子
。
為
藤
の
父
で
あ
る
為
世
の
弟
に
あ
た
る
。
生
没
年

は
不
明
。
た
だ
し
、
井
上
宗
雄
氏
に
よ
る
（
注
8
）

と
、
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
頃
が

生
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
定
為
の
成
年
を
井
上
氏
の
説
に
従
い
、
為
藤
同
様

『
嘉
元
百
首
』
詠
進
を
乾
元
元
年
と
す
る
と
、
本
稿
考
察
対
象
資
料
は
五
十
歳

時
点
で
の
書
記
と
な
る
。

定
家
は
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
生
、
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
没
。
藤
原

俊
成
二
男
。
本
稿
考
察
対
象
資
料
で
あ
る
『
拾
遺
愚
草
』
は
定
家
の
自
撰
家

集
。
自
筆
本
が
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
（
注
9
）

い
る
。

本
稿
考
察
対
象
で
あ
る
三
人
の
資
料
（
為
藤
・
定
為
『
嘉
元
百
首
』、
定
家

『
拾
遺
愚
草
』）
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
と
し
て
、
す
べ
て
書
記
者
自
身
が
和
歌

を
考
え
書
記
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
書
記

者
自
身
の
言
語
使
用
や
表
記
使
用
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
資
料
で
あ

る
。
何
か
し
ら
の
親
本
を
も
と
に
書
写
し
た
資
料
と
は
異
な
り
、
書
記
者
独
自

の
表
記
状
況
が
把
握
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二

行
に
対
す
る
意
識

書
記
す
る
際
の
「
行
」
に
つ
い
て
は
、
三
資
料
と
も
一
首
二
行
書
。
上
句
を

一
行
目
、
下
句
を
二
行
目
に
書
記
し
て
い
る
【
図
Ⅰ
〜
Ⅲ
】。
こ
れ
は
、
定
家

が
『
下
官
集
』「
書
歌
事
」
で
、

知
二

物
様
一

之
人
、
称
二

故
実
一

態
以
二

上
句
之
末
一

下
句
之
行
之
上
に
書
。

さ
く
ら
ち
る
こ
の
し
た
か
せ
は

さ
む
か

ら
て
そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
そ
ふ
り
け
る

如
レ

此
書
、
雖
レ

有
二

其
説
一

当
時
至
二

愚
之
性
一

迷
。

而
不
レ

弁
二

上
下
句
一

。
只
付
二

読
安
一

可
レ

用
二

左
説
一

。

さ
く
ら
ち
る
こ
の
し
た
風
は
さ
む
か
ら
て

そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
そ
ふ
り
け
る

真
名
を
書
交
字
或
ハ
落
字
之
時
。

上
句
一
行
に
た
ら
す
な
れ
と
も
只
如
二

闕
字
一

。

其
所
を
置
て
次
の
行
に
可
レ

書
二

下
句
一

之
由
渋
レ

之
。

と
述
べ
た
書
記
規
範
と
一
致
し
て
い
る
。
定
家
以
前
で
は
「
故
実
」
と
称
し
、

一
行
目
に
上
句
の
途
中
ま
で
を
書
き
、
二
行
目
に
上
句
の
残
り
と
下
句
を
書
い
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て
い
た
の
に
対
し
、
定
家
は
上
句
を
一
行
目
、
下
句
を
二
行
目
に
書
く
こ
と
を

書
記
規
範
の
一
つ
と
し
て
定
め
た
の
で
あ
る
。

定
家
が
定
め
た
こ
の
行
に
対
す
る
考
え
方
は
、
定
家
以
降
で
は
主
流
と
な
っ

て
い
る
。
為
藤
・
定
為
と
同
時
代
の
書
記
者
自
筆
の
資
料
と
し
て
、『
文
保
百

首
』（
二
十
一
人
）、『
永
徳
百
首
』（
十
二
人
）、『
嘉
元
百
首
』（
二
人
）
が
冷

泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
現
存
す
る
が
、
そ
の
書
記
形
式
は
、
す
べ
て
定
家
が
『
下

官
集
』「
書
歌
事
」
で
設
定
し
た
書
記
規
範
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。『
文
保
百

首
』、『
永
徳
百
首
』、『
嘉
元
百
首
』
の
各
資
料
は
勅
撰
集
編
纂
の
た
め
に
、
勅

撰
集
撰
者
が
当
時
の
貴
族
に
提
出
を
求
め
た
応
制
百
首
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
当
時
（
一
三
〇
〇
年
前
後
）
に
お
い
て
、
貴
族
が
和
歌
を
書
記
す
る
際
の

基
本
的
な
書
記
形
式
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
に
も
、
例
え

ば
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
藤
原
為
家
筆
『
続
後
撰
和
歌
集
』
や
陽
明
文
庫
蔵
冷

泉
為
相
筆
『
古
今
和
歌
集
』
と
い
っ
た
書
写
者
が
明
ら
か
な
勅
撰
集
に
お
い
て

も
、
一
首
二
行
書
き
で
あ
り
、
上
句
を
一
行
目
、
下
句
を
二
行
目
に
書
写
し
て

お
り
、
二
行
書
き
の
和
歌
の
書
写
は
、
定
家
以
降
で
は
定
家
の
定
め
た
書
記
規

範
に
収
斂
し
て
い
る
と
言
え
る
。

三

仮
名
遣
い
の
実
態

定
家
以
降
の
仮
名
遣
い
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
山
田
孝
雄
『
仮
名

遣
の
歴
史
』（
宝
文
館
出
版

昭
和
四
年
）、
木
枝
増
一
『
仮
名
遣
研
究
史
』

（
賛
精
社

昭
和
八
年
）
の
著
書
や
迫
野
虔
徳
「
定
家
以
後
の
仮
名
遣
」（『
今

井
源
衛
教
授
退
官
記
念
文
学
論
叢
』

昭
和
五
十
七
年
）
等
に
よ
っ
て
考
察
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
各
々
の
時
代
に
お
け
る
仮
名
遣
い
の
実
態
に
つ
い
て

は
、
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
節
で

は
自
筆
資
料
に
よ
る
仮
名
遣
い
の
実
態
、
中
で
も
「
お
」
に
つ
い
て
分
析
し
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
先
達
の
考
察
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
定
家
は
『
下
官
集
』
を

著
し
て
以
降
、
自
身
の
定
め
た
仮
名
遣
い
に
従
っ
た
書
記
を
し
て
い
る
。
冷
泉

家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
拾
遺
愚
草
』
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
自
身
の
仮
名
遣
い
を

順
守
し
て
い
た
。
な
お
、
定
家
は
自
身
の
周
囲
の
人
々
に
は
仮
名
遣
い
を
強

制
・
強
要
し
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
定
家
の
カ
ノ
ン
化

に
伴
い
、
仮
名
遣
い
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
定
家
以
降
に
著
さ
れ
た
歌
論

書
か
ら
う
か
が
え
る
。

為
藤
・
定
為
の
仮
名
遣
い
の
実
態
で
あ
る
が
、「
お
」
に
つ
い
て
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
定
家
の
仮
名
遣
い
を
順
守
し
た
書
記
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た

【
表
Ⅰ
】。
さ
ら
に
、
為
藤
の
場
合
、
よ
く
見
る
と
厳
格
に
順
守
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
以
下
に
例
を
二
首
示
す
こ
と
に
（
注
10
）

す
る
。

〇
（『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』
第
三
十
四
巻

66
頁
）

さ
て
も
万
多
あ
ら
れ
介
る
【
身
】
能
な
ら
者
し
尓

つ
ゝ
見
ハ
て
ん
と
な
を
お
も
ふ
可
那

〇
（『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』
第
三
十
四
巻

70
頁
）

し
ゐ
て
な
を
お
も
ひ
た
つ
可
な
多
ひ
こ
ろ
も

ゆ
き
て
ハ
可
へ
る
み
ち
と
ハ
可
り
尓
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両
歌
の
傍
線
部
は
「
お
」
が
連
続
し
て
い
る
箇
所
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
、「
な

を
（
猶
）」
＋
「
お
も
ふ
（
思
）」
で
あ
る
。「
な
を
」
の
「
を
」
は
定
家
の
仮

名
遣
い
で
は
「
を
」
で
あ
り
、「
お
も
ふ
」
の
「
お
」
は
定
家
の
仮
名
遣
い
で

は
「
お
」
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
『
下
官
集
』
に
従
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ

は
『
下
官
集
』「
嫌
文
字
事
」
で
、

緒
之
音

を

ち
り
ぬ
る
を
書
レ

之
仍
欲
用
レ

之
。

を
み
な
へ
し

を
と
は
山

を
く
ら
山

た
ま
の
を

を
さ
ゝ

を
た
え
の
は

を
く
つ
ゆ

て
に
を
は
の
詞
の
を
の
字

尾
之
音

お

う
ゐ
の
奥
山
書
レ

之
故
也
。

お
く
山

お
ほ
か
た

お
も
ふ

お
し
む

お
と
ろ
く

お
き
の
は

お
の
へ
の
ま
つ

花
を
お
る

時
お
り
ふ
し

と
仮
名
遣
い
の
書
記
規
範
を
設
定
し
た
中
の
「
花
を
お
る
」
と
同
様
に
、「
お
」

の
連
続
し
た
箇
所
に
お
い
て
書
き
分
け
て
い
る
こ
と
が
分
（
注
11
）

か
る
。

一
方
、
定
家
自
身
は
そ
こ
ま
で
厳
格
に
は
書
き
分
け
て
い
な
か
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
拾
遺
愚
草
』
上
九
丁
表
を
見
て
み
る
。

〇
（『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』
第
八
巻

25
頁
）

【
花
】
を
満
ち
【
月
】
を
ゝ
し
む
と
春
く
し
き
て

【
雪
】
尓
そ
徒
も
る
【
年
】
者
志
ら
る
ゝ

「
月
を
」
＋
「
ゝ
し
む
（
惜
）」
で
あ
る
が
、「
月
を
」
の
「
を
」
は
助
詞
で
あ

り
、
定
家
の
仮
名
遣
い
で
は
「
を
」
で
あ
る
が
、
畳
字
で
書
記
さ
れ
て
い
る
「
ゝ

し
む
」
は
定
家
の
仮
名
遣
い
で
は
「
お
」
と
す
る
箇
所
で
あ
る
。
畳
字
は
同
じ

漢
字
や
仮
名
を
繰
り
返
す
時
に
使
用
す
る
記
号
で
あ
り
、
文
雄
の
『
和
字
大
観

抄
』
に
「
同
字
を
重
ね
た
る
を
畳
字
と
云
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
畳
字
で
示
し

た
箇
所
は
「
を
」
と
読
み
取
る
こ
と
に
な
り
、
上
述
の
例
で
は
定
家
の
仮
名
遣

い
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
例
が
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵

『
拾
遺
愚
草
』
上
二
丁
表
〜
上
十
四
丁
表
の
百
首
ま
で
で
も
４
例
見
ら
れ
る
。

定
家
以
降
、
定
家
の
カ
ノ
ン
化
に
伴
い
仮
名
遣
い
が
強
調
さ
れ
厳
格
化
さ
れ

て
い
っ
た
。
十
四
世
紀
後
半
成
立
の
行
阿
『
仮
名
文
字
遣
』（『
語
学
叢
書
』
東

洋
社

明
治
三
十
四
年
）
冒
頭
で
は
、

京
極
中
納
言
定
家
卿
家
集
拾
遺
愚
草
の
清
書
を
祖
父
河
内
前
司
于
時
大
飲

助
親
行
に
誂
申
さ
れ
け
る
時
、
親
行
申
て
云
、
を
・
お
・
え
・
ゑ
・
へ
・

い
・
ゐ
・
ひ
等
の
文
字
の
聲
か
よ
ひ
た
る
誤
あ
る
に
よ
り
て
、
其
字
の
見

わ
き
が
た
き
事
在
之
、
然
間
、
此
次
を
も
て
、
後
學
の
た
め
に
さ
た
め
を

か
る
べ
き
由
、
黄
門
に
申
處
に
、
わ
れ
も
志
か
日
來
思
よ
り
之
事
也
、
さ

ら
ば
主
爨
が
所
存
の
分
、
書
出
し
て
進
ず
べ
き
由
、
仰
ら
れ
け
る
間
、
大

概
如
此
注
進
之
處
、
申
と
こ
ろ
悉
真
理
相
叶
へ
り
と
て
、
則
合
點
せ
ら
れ

畢
。

然
者
文
字
遣
を
定
む
る
事
、
親
行
が
抄
出
是
濫
觴
也
。
加
之
、
行
阿
思
案

之
す
る
に
、
権
者
の
製
作
と
し
て
真
名
の
極
草
の
字
を
伊
呂
波
に
縮
な
し

て
、
文
字
の
か
す
の
す
く
な
き
に
、
い
・
井
・
ひ
・
於
・
江
・
ゑ
・
へ
同

読
の
あ
る
に
て
志
り
ぬ
、
各
別
の
要
用
に
つ
か
ふ
べ
き
い
は
れ
を
。

然
而
、
先
達
の
猶
書
漏
さ
れ
た
る
事
と
も
に
あ
る
間
、
是
非
の
迷
を
ひ
ら

か
ん
が
た
め
に
、
追
て
勘
か
み
る
の
み
に
も
あ
ら
ず
、
更
に
又
ほ
・
わ
・
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は
・
む
・
う
・
ふ
の
字
等
を
、
新
し
く
志
る
し
そ
へ
畢
。
其
故
ハ
、
ほ
ハ

を
に
よ
ま
れ
、
わ
ハ
は
に
か
よ
ふ
。
む
ハ
う
に
ま
ぎ
る
。
残
る
と
こ
ろ
の

詞
等
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
是
に
て
准
據
す
べ
き
歟
。
仍
子
孫
等
守
此
之
趣

可
神
秘
々
々

と
記
さ
れ
て
お
り
、
定
家
以
降
、
定
家
の
仮
名
遣
い
が
強
調
・
厳
格
化
さ
れ
て

い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
定
家
自
身
の
書
記
に
当
て
は

ま
る
か
否
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
定
家
が
自
身
で
定
め
た
仮
名
遣
い
を
ど
こ
ま

で
厳
格
に
実
践
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
調
査
中
で
あ
る
が
、
理
想

（『
下
官
集
』
で
示
し
た
書
記
規
範
）
と
現
実
（
書
記
の
実
態
）
が
異
な
る
こ
と

も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

四

使
用
文
字
の
デ
ー
タ
分
析
か
ら

ア

漢
字

各
資
料
に
お
け
る
漢
字
使
用
の
実
態
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

【
表
Ⅱ
】
は
漢
字
と
仮
名
の
使
用
割
合
お
よ
び
漢
字
の
使
用
種
類
数
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
漢
字
の
使
用
数
お
よ
び
使
用
種
類
数
は
三
資
料
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
い
た
。
三
資
料
を
見
る
限
り
、
画
数
が
少
な
く
頻
出
度
が
高
い
言
葉
は

漢
字
を
使
用
す
る
と
い
っ
た
共
通
性
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
漢
字
使

用
に
規
則
性
は
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
為
藤
・
定
為
は
同
じ
時
期
に
提
出
し

た
応
制
百
首
に
も
関
わ
ら
ず
、
使
用
し
た
漢
字
の
数
お
よ
び
種
類
は
お
よ
そ
三

倍
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
漢
字
の
使
用
に
関
し
て
は
、
各
自
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。

イ

仮
名
の
異
体
字

異
体
仮
名
の
使
用
に
つ
い
て
は
、【
表
Ⅲ
】
に
そ
の
一
覧
を
挙
（
注
12
）

げ
た
。
さ
ら

に
、
そ
の
中
で
も
、
一
音
節
に
対
し
三
種
類
以
上
の
異
体
仮
名
の
使
用
が
見
ら

れ
る
も
の
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
、
棒
グ
ラ
フ
で
示
し
た
【
図
Ⅳ
】。

以
下
、
定
家
の
使
用
実
態
を
基
準
と
し
て
為
藤
・
定
為
の
異
体
仮
名
使
用
状

況
を
分
析
す
る
。

「
か
」

定
家
は
「
可
」
の
使
用
が
も
っ
と
も
多
く
、
そ
の
他
に
「
か
」
を

使
用
し
て
い
る
。
為
藤
は
ほ
ぼ
「
可
」
の
み
を
使
用
し
、
そ
の
他

に
「
か
」
を
使
用
し
て
い
る
。
使
用
割
合
は
多
少
異
な
る
も
の

の
、
そ
の
傾
向
は
両
者
同
様
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
定

為
は
「
可
」
と
「
か
」
を
ほ
ぼ
同
割
合
で
使
用
し
、
さ
ら
に
よ
く

見
る
と
「
か
」
の
使
用
割
合
が
高
く
、
上
述
二
資
料
と
は
異
な
っ

た
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

「
け
」

定
家
は
「
介
」
の
使
用
が
も
っ
と
も
多
く
、
そ
の
他
に
「
遣
」
や

「
け
」
を
使
用
し
て
い
る
。
為
藤
も
「
介
」
の
使
用
が
も
っ
と
も

多
く
、
そ
の
他
に
「
遣
」
や
「
け
」
を
使
用
し
て
い
る
。
定
家
に

比
べ
為
藤
は
「
遣
」
の
使
用
割
合
が
高
い
が
、
使
用
割
合
の
傾
向

は
同
様
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
定
為
は
「
遣
」
の
使
用

が
も
っ
と
も
多
く
、
そ
の
他
に
「
け
」「
気
」「
介
」
を
使
用
し
て

い
る
。
定
家
・
定
為
が
も
っ
と
も
使
用
し
て
い
た
「
介
」
を
定
為

は
ほ
ぼ
使
用
し
て
い
な
い
。

「
す
」

定
家
は
「
春
」
と
「
す
」
を
ほ
ぼ
同
割
合
で
使
用
し
て
い
る
。
そ

の
他
に
「
須
」
を
使
用
し
て
い
る
。
為
藤
は
「
春
」
の
使
用
が
も
っ

と
も
多
く
、
そ
の
他
に
「
す
」「
須
」
を
使
用
し
て
い
る
。
定
家

に
比
べ
「
す
」
の
使
用
割
合
が
少
な
く
、「
須
」
が
高
い
。
定
為

は
「
す
」
の
使
用
が
も
っ
と
も
多
く
、「
春
」「
須
」
は
あ
ま
り
使
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用
し
て
い
な
い
。

「
に
」

定
家
は
「
尓
」
の
使
用
が
も
っ
と
も
多
く
、
そ
の
他
に
「
に
」
を

使
用
し
て
い
る
。
為
藤
も
定
家
同
様
「
尓
」
の
使
用
が
も
っ
と
も

多
い
も
の
の
、
そ
の
他
に
「
に
」「
耳
」
の
使
用
が
見
ら
れ
、
さ

ら
に
、
そ
の
使
用
割
合
も
定
家
と
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
定
為

は
「
に
」
の
使
用
が
も
っ
と
も
多
く
、
そ
の
他
に
「
尓
」「
耳
」

を
使
用
し
て
い
る
。

「
は
」

定
家
は
「
者
」
の
使
用
が
も
っ
と
も
多
く
、
そ
の
他
に
「
ハ
」

「
は
」
を
使
用
し
て
い
る
。
為
藤
は
「
ハ
」「
者
」
を
同
割
合
で
使

用
し
、
そ
の
他
に
「
は
」「
葉
」
を
使
用
し
て
い
る
。
定
為
は

「
者
」
の
使
用
が
も
っ
と
も
多
く
、
そ
の
他
に
「
は
」「
ハ
」

「
葉
」「
盤
」
を
使
用
し
て
い
る
。「
は
」
に
関
し
て
は
、
三
資
料

の
使
用
割
合
に
お
い
て
何
か
し
ら
の
共
通
性
は
見
ら
れ
な
い
。
さ

ら
に
詳
細
な
使
用
実
態
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

「
る
」

定
家
は
「
る
」
の
使
用
が
も
っ
と
も
多
く
、
そ
の
他
に
「
累
」
を

使
用
し
て
い
る
。
為
藤
も
定
家
と
同
様
の
使
用
種
類
お
よ
び
割
合

で
あ
る
。
一
方
、
定
為
は
「
る
」
と
「
累
」
を
同
割
合
で
使
用
し
、

そ
の
他
に
「
流
」
を
使
用
し
て
い
る
。

分
析
か
ら
、
定
家
と
為
藤
の
異
体
仮
名
の
使
用
割
合
は
近
似
お
り
、
定
為
は
独

自
の
使
用
の
実
態
が
確
認
で
き
た
。

ウ

「
は
」
字
の
使
用
実
態

「
は
」
字
に
つ
い
て
は
、
伊
坂
淳
一
氏
が
述
べ
ら
れ
る
よ
（
注
13
）

う
に
、
今
日
ま
で

用
法
上
研
究
・
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
使
用
頻
度
が
高
く
、
さ
ら
に
、

助
詞
を
は
じ
め
と
し
た
機
能
的
な
使
用
法
が
見
い
だ
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
か

ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
も
考
察
す
る
意
義
は
少
な
か
ら
ず

あ
る
と
考
え
る
。

【
表
Ⅳ
】
は
定
家
・
為
藤
・
各
異
体
仮
名
に
お
け
る
品
詞
別
使
用
（
注
14
）

実
態
で
あ

る
。伊

坂
氏
に
よ
（
注
15
）

る
と
、
俊
成
の
『
広
田
社
歌
合
』
の
場
合
、「
ハ
」
は
ほ
ぼ
助

詞
専
用
で
あ
り
、「
者
」
は
助
詞
に
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ

た
使
い
分
け
の
状
況
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
三
資
料
を
見
渡
す
と
、
定
家
は
助

詞
を
含
め
様
々
な
品
詞
の
語
に
「
者
」
を
使
用
し
て
い
る
も
の
の
、「
ハ
」
を

助
詞
に
し
か
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
俊
成
同
様
、
異
体
仮
名
を
あ
る
種

使
い
分
け
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
為
藤
・
定
為
に
は
そ
の
よ
う
な

は
っ
き
り
と
し
た
使
い
分
け
が
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
段
階
で
は
三

資
料
共
通
の
異
体
仮
名
の
機
能
的
用
法
は
見
ら
れ
な
い
と
言
え
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
を
個
々
に
見
て
い
く
と
、
機
能
的
用
法
と
考
え

ら
れ
る
箇
所
も
あ
る
。「
夜
」
＋
「
は
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

定
家
は
「
夜
」
に
続
く
「
は
」
に
は
『
拾
遺
愚
草
』
で
は
、
す
べ
て
「
者
」

を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
名
詞
「
夜
半
」
と
名
詞
「
夜
」
＋
係
助
詞

「
は
」
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
者
」
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て

は
、『
拾
遺
愚
草
』
の
す
べ
て
の
該
当
箇
所
を
調
査
し
た
が
、
い
ず
れ
も
「
者
」

を
使
用
し
て
い
る
。

（
上
二
十
五
丁
表
〜
裏
）

あ
遣
ぬ
と
も
【
猶
】
お
も
か
介
尓
堂
つ
多
【
山
】

こ
飛
し
可
る
へ
き
【
夜
】
者
の
そ
ら
【
哉
】

↑
「
夜
半
」

（
上
六
十
三
丁
表
）

【
春
】
の
【
夜
】
者
【
月
】
の
【
桂
】
も
尓
本
ふ
ら
ん

飛
可
り
尓
【
梅
】
の
【
色
】
者
万
可
ひ
ぬ

↑
「
夜
」
＋
「
は
」
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次
に
為
藤
だ
が
、
為
藤
は
「
夜
」
に
続
く
「
は
」
に
は
す
べ
て
「
ハ
」
を
使

用
し
て
い
る
。
定
家
は
同
箇
所
に
「
者
」
を
使
用
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
為
藤

は
「
ハ
」
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
二
十
八
番
歌
）

ね
を
し
の
ふ
【
夜
】
ハ
の
本
多
る
能
お
も
日
こ
そ

↑
「
夜
半
」

く
る
し
き
も
能
と
も
え
わ
多
里
介
れ

（
四
十
五
番
歌
）

【
秋
】
の
【
夜
】
ハ
し
の
ふ
の
う
ら
に
こ
く
【
舟
】
も

↑
「
夜
」
＋
「
は
」

あ
と
あ
ら
者
れ
て
春
め
る
【
月
】
可
け

最
後
に
定
為
だ
が
、
名
詞
「
夜
半
」
の
場
合
は
、「
半
」
の
箇
所
を
「
半
」

を
使
用
し
、「
夜
は
」（
名
詞
＋
係
助
詞
）
の
場
合
は
「
ハ
」
を
使
用
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
用
途
に
よ
っ
て
書
き
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
六
十
七
番
歌
）

よ
し
佐
羅
者
あ
ふ
と
那
【
見
】
え
そ
【
夜
】【
半
】
能
【
夢
】
↑「
夜
半
」

ち
か
へ
て
堂
に
も
う
徒
ゝ
堂
能
万
む

（
十
七
番
歌
）

者
累
の
【
夜
】
ハ
【
宇
】
【
治
】
能
【
橋
】
ひ
め
堂
れ
万
徒
と

↑
「
夜
」
＋
「
は
」

か
す
む
堂
も
と
能
【
月
】
を
【
見
】
る
ら
む

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
現
段
階
で
は
通
時
的
な
継
承
性
や
共
時
的
な

使
用
法
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
各
々
独
自
に
使
用
法
を
設
定
し
、
書
記
し
て

い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
定
家
様
を
用
い
た
人
々
の
資
料
か
ら
、
書
記
規
範
の
継
承
性
と

定
家
の
文
字
使
用
と
の
共
通
性
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。

定
家
以
降
、
仮
名
遣
い
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
定
家
の
著
し
た
『
下
官
集
』

を
厳
守
す
る
傾
向
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
定
家
以
降
の
人
々
が

歌
論
書
で
繰
り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
書
記
に
お
い
て
も
実
践
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

ま
た
、
文
字
使
用
に
つ
い
て
、
漢
字
に
お
い
て
は
そ
の
共
通
性
を
見
い
だ
せ

な
か
っ
た
が
、
異
体
仮
名
に
お
い
て
、
為
藤
が
定
家
の
文
字
使
用
に
比
較
的
近

似
し
た
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
定
家
自
筆
の
諸
本
の
多
く
は
、
為
家

以
降
冷
泉
家
に
相
伝
さ
れ
た
が
、
為
藤
は
二
条
家
嫡
流
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

少
な
い
な
が
ら
も
定
家
の
自
筆
資
料
を
見
る
機
会
が
多
く
、
そ
の
影
響
が
考
え

ら
れ
る
。

な
お
、
用
字
法
解
明
の
一
環
と
し
て
、「
は
」
字
の
使
用
実
態
の
分
析
を
試

み
た
が
、
通
時
的
な
継
承
性
や
共
時
的
な
使
用
法
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
独
自
に
用
字
の
使
用
法
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
今
後
、

他
の
文
字
の
使
用
法
の
実
態
を
含
め
、
用
字
法
の
解
明
に
向
け
広
範
囲
に
考
察

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
注
1
）
「
定
家
様
」
に
つ
い
て
は
、
五
島
美
術
館
展
覧
会
図
録
『
定
家
様
』（
昭
和
六
十

二
年
）
に
詳
し
い
。

（
注
2
）
「
定
家
流
」
に
つ
い
て
は
、『
本
朝
古
今
名
公
古
筆
諸
流
』
や
『
筆
跡
流
儀
系
図
』

等
と
い
っ
た
書
流
系
図
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
小
松
茂
美
著
『
日
本
書

流
全
史
』（
講
談
社

昭
和
四
十
五
年
）
や
拙
著
『
中
世
書
写
論
』（
勉
誠
出
版

平
成
二
十
二
年
）
で
も
考
察
し
て
い
る
。

（
注
3
）
本
稿
は
、「
書
く
」
と
い
う
行
為
に
お
け
る
用
語
に
「
書
記
」
と
「
書
写
」
を

使
用
し
て
い
る
。
矢
田
勉
氏
は
、
書
記
資
料
を
扱
う
場
合
、「
書
記
者
自
身
が
文
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章
を
練
り
な
が
ら
同
時
に
記
し
て
い
っ
た
資
料
（
一
次
的
書
記
資
料
）」
と
「
書

記
者
自
身
の
草
稿
を
浄
書
す
る
場
合
な
ど
も
含
め
て
、
底
本
を
写
し
て
い
っ
た
資

料
（
二
次
的
書
記
資
料
）」
と
の
違
い
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
る
（「
仮

名
書
記
史
研
究
の
方
法
論
に
つ
い
て
」『
文
化
学
年
報
』
第
二
十
四
号

平
成
十

七
年
）。
こ
の
考
え
に
首
肯
し
つ
つ
も
、
矢
田
氏
の
言
う
「
二
次
的
書
記
資
料
」

に
は
、
さ
ら
に
細
分
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、「
書
記
者
自
身

の
草
稿
を
浄
書
」
と
は
、
浄
書
で
あ
る
に
せ
よ
草
稿
を
考
え
た
の
は
書
記
者
自
身

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
記
者
の
言
語
使
用
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
矢

田
氏
の
言
う
「
一
次
的
書
記
資
料
」
に
近
い
。
一
方
、
他
者
作
成
の
底
本
を
写
し

た
場
合
は
他
者
の
言
語
使
用
（
底
本
の
言
語
使
用
）
の
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が

高
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
書
記
者
自
身
の
草
稿
も
し
く
は
そ
れ
を
底
本
と

し
た
資
料
を
書
く
場
合
に
は
「
書
記
」
を
用
い
、
他
者
作
成
の
底
本
を
書
く
場
合

に
は
「
書
写
」
を
用
い
る
。

（
注
4
）
『
嘉
元
百
首
』
は
応
制
百
首
で
あ
る
。
応
制
百
首
は
自
筆
に
よ
る
提
出
が
常
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
為
藤
・
定
為
の
資
料
を
自
筆
と
し
て
考
え
る
。
な
お
、
小
松

茂
美
は
定
為
の
筆
跡
は
今
日
確
認
さ
れ
て
い
な
い
（
『
古
筆
学
大
成
』
第
十
一
巻
）

と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
が
、
定
為
本
『
袖
中
抄
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
・
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
）
の
本
文
・
紙
背
文
書
と
の
比
較
か
ら
考
え
て
、
自
筆

と
し
て
よ
い
も
の
と
考
え
る
。

な
お
、
考
察
対
象
を
為
藤
筆
『
嘉
元
百
首
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
）、
定
為
筆

『
嘉
元
百
首
』（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
の
和
歌
百
首
の
み
と
し
た
。

（
注
5
）
為
藤
・
定
為
の
考
察
対
象
が
和
歌
百
首
分
と
す
る
こ
と
か
ら
、
定
家
に
お
け
る

考
察
対
象
を
『
拾
遺
愚
草
』
の
和
歌
一
番
歌
〜
百
番
歌
（
上
二
丁
表
〜
上
十
四
丁

表
）
の
み
と
し
た
。

（
注
6
）
注
２
と
同
。
さ
ら
に
、
近
年
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
か
ら
定
家
様
で
書
写
さ
れ
た

私
家
集
の
一
群
が
発
見
さ
れ
て
い
る
（『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書

擬
定
家
本
私
家

集
』）。

（
注
7
）
朝
日
新
聞
社

平
成
八
年

（
注
8
）
『
中
世
歌
壇
と
歌
人
伝
の
研
究
』
笠
間
書
院

平
成
十
九
年

（
注
9
）
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』
第
八
巻
、
第
九
巻

朝
日
新
聞
社

平
成
五
年

（
注
10
）
翻
字
に
お
け
る
【

】
は
、
そ
の
中
の
文
字
が
漢
字
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
以

下
の
翻
字
に
お
い
て
も
同
じ
と
す
る
。

（
注
11
）
定
為
の
資
料
に
は
、「
お
」
字
を
連
続
し
て
使
用
す
る
箇
所
が
な
か
っ
た
た
め
、

定
為
が
ど
の
く
ら
い
仮
名
遣
い
を
厳
守
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
は
現
在
の
と
こ

ろ
不
明
で
あ
る
。

（
注
12
）
【
表
Ⅲ
】
は
、
使
用
割
合
を
パ
ー
セ
ン
ト
で
示
し
、
使
用
数
を
カ
ッ
コ
内
に
示

し
て
い
る
。

（
注
13
）
伊
坂
淳
一
氏
「
藤
原
俊
成
の
用
字
法
・
試
論
」『
学
苑
』
第
五
七
七
号

昭
和

六
十
三
年

（
注
14
）
助
詞
の
項
で
あ
る
が
、
本
論
で
は
係
助
詞
・
終
助
詞
、
接
続
助
詞
、
副
助
詞
と

分
類
し
た
。
な
お
、
副
助
詞
は
「
ば
か
り
」
の
語
頭
「
ば
」
の
こ
と
で
あ
る
。

（
注
15
）
注
13
と
同
。

【
付
記
】

本
稿
へ
の
写
真
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
、

静
嘉
堂
文
庫
よ
り
ご
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
稿
は
平
成
二
十
四
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
（
若
手

（
Ｂ
））「
未
調
査
仮
名
自
筆
資
料
の
分
析
に
よ
る
文
字
・
表
記
意
識
の
通
時
的

研
究
」（
課
題
番
号:23720232

）
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
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表Ⅰ 仮名遣いの実態

定為
14
3
3
1
1
1
1
1
1
1
1

50
32
6
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1

【お】
おのへ（尾上）
おもふ（思ふ）
おし（惜し）
おき（沖）
おつ（落つ）
おりはへ（織り延へ）
おぎ（荻）
おも（面）
お（尾）
おとこ（男）

【を】
助詞
をく（置く）
をの（己）
おのれ（己）
をちかた（遠方）
あを（青）
を（緒）
をち（遠）
をと（音）
をぐらやま（小倉山）
をか（岡）
をのづから（自ら）

定家
22
8
5
3
2
1
1
1
1

65
41
10
4
2
2
1
1
1
1
1
1

【お】
おし（惜し）
おもふ（思ふ）
おなじ（同じ）
おる（折る）
おもかげ（面影）
おく（起く）
おほはら（大原）
おぎ（荻）

【を】
助詞
をく（置く）
をと（音）
あを（青）
をしなべて
をし（鴛鴦）
とをざかる（遠ざかる）
をみなへし（女郎花）
をじか（牡鹿）
をしへ（教へ）
とをヽ（ ）

為藤
33
19
3
3
2
1
1
1
1
1
1

56
33
6
3
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1

【お】
おもふ（思ふ）
おどろく（驚く）
おなじ（同じ）
おし（惜し）
おき（沖）
おりたつ（下り立つ）
おも（面）
おぎ（荻）
おく（起く）
おのへ（尾上）

【を】
助詞
なを（猶）
をとづれる（訪れる）
をの（己）
をのづから（自ら）
とをし（遠し）
をやまだ（小山田）
をちかた（遠方）
さを姫
さを鹿
あを（青）
をちかへる（復ち返る）
をと（音）
をしね（小稲）

表Ⅱ 漢字の使用実態

定為
106
329

11.76%

定家
65
226

7.97%

為藤
47
123

4.13%

種類数
文字数

使用割合
漢字÷（漢字＋仮名）
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表Ⅲ 異体仮名使用一覧

定為

86.00%（43）

14.00%（7）

92.86%（39）

7.14%（3）

100.00%（27）

100.00%（17）

100.00%（14）

52.32%（79）

43.71%（66）

3.97%（6）

100.00%（74）

0.00%（0）

98.41%（62）

1.59%（1）

24.39%（10）

2.44%（1）

39.02%（16）

34.15%（14）

96.00%（48）

4.00%（2）

定家

100.00%（32）

0.00%（0）

87.10%（27）

12.90%（4）

100.00%（26）

100.00%（13）

100.00%（22）

29.01%（38）

70.99%（93）

0.00%（0）

97.44%（76）

2.56%（2）

100.00%（79）

0.00%（0）

3.70%（2）

88.89%（48）

7.41%（4）

0.00%（0）

100.00%（49）

0.00%（0）

為藤

86.54%（45）

13.46%（7）

100.00%（43）

0.00%（0）

100.00%（27）

100.00%（15）

100.00%（33）

7.79%（12）

90.91%（140）

1.30%（2）

98.84%（85）

1.16%（1）

87.88%（58）

12.12%（8）

1.96%（1）

70.59%（36）

27.45%（14）

0.00%（0）

98.28%（57）

1.72%（1）

あ

阿

い

伊

う

え

お

か

可

閑

き

起

く

具

け

介

遣

気

こ

古

あ

い

う

え

お

か

き

く

け

こ

定為

24.53%（13）

75.47%（40）

70.93%（61）

29.07%（25）

86.89%（53）

9.84%（6）

3.28%（2）

57.69%（15）

42.31%（11）

96.15%（50）

3.85%（2）

10.64%（10）

26.60%（25）

62.77%（59）

100.00%（36）

0.00%（0）

16.92%（11）

83.08%（54）

91.67%（55）

8.33%（5）

定家

62.16%（46）

37.84%（28）

76.11%（86）

23.89%（27）

44.19%（19）

51.16%（22）

4.65%（2）

100.00%（19）

0.00%（0）

100.00%（63）

0.00%（0）

1.37%（1）

69.86%（51）

28.77%（21）

96.97%（32）

3.03%（1）

59.26%（32）

40.74%（22）

97.10%（67）

2.90%（2）

為藤

53.03%（35）

46.97%（31）

87.00%（87）

13.00%（13）

30.16%（19）

55.56%（35）

14.29%（9）

61.29%（19）

38.71%（12）

90.91%（50）

9.09%（5）

28.41%（25）

71.59%（63）

0.00%（0）

94.87%（37）

5.13%（2）

79.75%（63）

20.25%（16）

100.00%（69）

0.00%（0）

さ

佐

し

志

す

春

須

せ

勢

そ

楚

た

多

堂

ち

地

つ

徒

て

亭

さ

し

す

せ

そ

た

ち

つ

て

定為

77.46%（55）

22.54%（16）

64.94%（50）

35.06%（27）

56.98%（49）

10.47%（9）

32.56%（28）

100.00%（36）

100.00%（16）

0.00%（0）

54.59%（119）

45.41%（99）

20.93%（18）

12.79%（11）

62.79%（54）

1.16%（1）

2.33%（2）

80.00%（20）

20.00%（5）

0.00%（0）

定家

100.00%（88）

0.00%（0）

91.67%（99）

8.33%（9）

9.65%（11）

0.00%（0）

90.35%（103）

100.00%（27）

100.00%（21）

0.00%（0）

95.36%（144）

4.64%（7）

4.55%（6）

3.79%（5）

91.67%（121）

0.00%（0）

0.00%（0）

61.70%（29）

31.91%（15）

6.38%（3）

為藤

100.00%（115）

0.00%（0）

67.50%（81）

32.50%（39）

25.00%（25）

2.00%（2）

73.00%（73）

100.00%（33）

95.00%（19）

5.00%（1）

77.05%（141）

22.95%（42）

0.75%（1）

50.38%（67）

47.37%（63）

0.00%（0）

1.50%（2）

55.56%（25）

8.89%（4）

35.56%（16）

と

登

な

那

に

耳

尓

ぬ

ね

年

の

能

は

ハ

者

盤

葉

ひ

飛

日

と

な

に

ぬ

ね

の

は

ひ

定為

64.15%（34）

3.77%（2）

32.08%（17）

71.88%（23）

28.13%（9）

11.76%（2）

88.24%（15）

21.15%（11）

23.08%（12）

55.77%（29）

62.22%（28）

11.11%（5）

24.44%（11）

2.22%（1）

95.92%（47）

4.08%（2）

0.00%（0）

36.67%（11）

63.33%（19）

100.00%（67）

定家

41.03%（16）

0.00%（0）

58.97%（23）

100.00%（55）

0.00%（0）

54.55%（12）

45.45%（10）

10.42%（5）

43.75%（21）

45.83%（22）

93.88%（46）

0.00%（0）

6.12%（3）

0.00%（0）

97.50%（39）

0.00%（0）

2.50%（1）

78.57%（22）

21.43%（6）

100.00%（86）

為藤

66.13%（41）

14.52%（9）

19.35%（12）

100.00%（25）

0.00%（0）

17.39%（4）

82.61%（19）

54.02%（47）

45.98%（40）

0.00%（0）

34.48%（20）

18.97%（11）

46.55%（27）

0.00%（0）

100.00%（16）

0.00%（0）

0.00%（0）

36.36%（8）

63.64%（14）

100.00%（112）

ふ

婦

布

へ

辺

ほ

本

ま

万

満

み

見

三

身

む

舞

無

め

免

も

ふ

へ

ほ

ま

み

む

め

も

定為

100.00%（39）

100.00%（31）

0.00%（0）

100.00%（34）

55.41%（41）

44.59%（33）

26.67%（16）

73.33%（44）

46.15%（30）

4.62%（3）

49.23%（32）

92.11%（35）

7.89%（3）

70.00%（7）

30.00%（3）

78.95%（15）

21.05%（4）

66.67%（4）

33.33%（2）

定家

100.00%（34）

100.00%（25）

0.00%（0）

100.00%（31）

100.00%（94）

0.00%（0）

94.92%（56）

5.08%（3）

96.43%（108）

0.00%（0）

3.57%（4）

100.00%（41）

0.00%（0）

100.00%（12）

0.00%（0）

90.00%（9）

10.00%（1）

80.00%（4）

20.00%（1）

為藤

100.00%（39）

86.36%（19）

13.64%（3）

100.00%（32）

98.85%（86）

1.15%（1）

49.23%（32）

50.77%（33）

97.80%（89）

0.00%（0）

2.20%（2）

100.00%（57）

0.00%（0）

100.00%（21）

0.00%（0）

41.67%（5）

58.33%（7）

66.67%（2）

33.33%（1）

や

ゆ

遊

よ

ら

羅

り

里

る

流

累

れ

連

ろ

路

わ

王

ゐ

井

や

ゆ

よ

ら

り

る

れ

ろ

わ

ゐ

定為

100.00%（10）

0.00%（0）

84.75%（50）

15.25%（9）

100.00%（1）

定家

77.78%（7）

22.22%（2）

100.00%（64）

0.00%（0）
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助詞
0
36
20
0
0

助詞
副
0
2
3
0
0

動詞
1
10
13
0
0

接
0
7
5
0
0

副詞
0
0
2
0
0

形容詞
0
1
2
0
0

係・終
0
27
12
0
0

名詞
0
20
26
2
0

為藤

は
ハ
者
葉
盤

為藤
は
ハ
者
葉
盤

表Ⅳ 「は」字の品詞別使用実態

助詞
16
6
16
0
1

助詞
副
0
0
2
0
0

動詞
0
2
17
0
0

接
3
3
5
0
0

副詞
0
0
0
0
0

形容詞
0
0
0
0
0

係・終
13
3
9
0
1

名詞
3
3
20
2
0

定為

は
ハ
者
葉
盤

定為
は
ハ
者
葉
盤

助詞
4
5
51
0
0

助詞
副
0
0
1
0
0

動詞
0
0
27
0
0

接
0
1
12
0
0

副詞
0
0
0
0
0

形容詞
0
0
2
0
0

係・終
4
4
38
0
0

名詞
3
0
38
0
0

定家

は
ハ
者
葉
盤

定家
は
ハ
者
葉
盤
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図
Ⅱ

『
嘉
元
百
首
』
二
条
為
藤
（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
）

図
Ⅰ

『
嘉
元
百
首
』
一
条
法
印
定
為
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
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図
Ⅲ

『
拾
遺
愚
草
』
藤
原
定
家
（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
）
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定家様を用いた書記者の書記規範意識



図Ⅳ 異体仮名の使用実態
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